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■

検証事項 効果の確認

①生コン運搬の
効率化

◆生コン車の現場内の拘束時間は変わらない
◆生コン車の運搬時間はシステムには影響されない

②品質確保
●連続打設ができ、配管の閉塞等のリスク回避ができる
●打ち重ね時間間隔は1~5分短縮

③工事全体の
生産性向上

●コンクリート工事中の電話連絡回数は半減
◆生コン車配車台数はシステムの効果は認められない
◆戻りコンの数量は変わらない
◆生コン工場の作業時間は個別工事は短縮するが全体では未確認
●打設現場での作業時間は最大20%短縮

④出荷・打設状況
の見える化

●タブレット端末等の画面によるリアルタイム監視は担当者間の
コミュニケーションに有効

⑤立会い
・検査業務

▲フレッシュ試験(当日)、圧縮強度試験(後日)に関する検査のリ
アルタイム動画による立会いは工夫が必要

⑥品質管理帳票類
検査結果資料作成

●施工者側の内業時間は50％以下

凡例： ●効果あり ▲改善余地あり ◆効果は認められない



◆生コン供給者側に、戻りコン削減や生コン車運用、
工場側作業時間短縮などに明らかなメリットが認めら
れなかった。今後、供給者側の生産性向上となる方策
などの検討が必要。

◆施工者側の生産性向上に寄与することが明らかにされ
たが、生コン全数量の60％程度を占める建築分野との
協力が必要。

◆動画の活用などを含めた検査・試験・帳票類の簡素化
や新技術による合理化が必要。
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生コン情報の電子化の試行結果については、施

工者側のメリットは確認されたが、供給者側のメ

リットが確認できなかったため、引き続き、供給者

側における生産性向上に資する工夫が必要。



●短期な取り組み

●長期的な取り組み

⇒建築分野への適用に向けた課題を検討する。

⇒供給側のメリットを検討する。
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日建連会員会社の建築部門との連携（ＰＲＩＳＭ）

生コン情報電子化ＷＧでの検討

■

「2019年度建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活
用に関するプロジェクト（ＰＲＩＳＭ） ：『クラウド上で共有した動画を含む生コ
ン情報のＣＩＭモデル連携』」で検証

大成建設
成和コンサルタント
横浜国立大学
システム開発会社４社

実施コンソーシアム (一社)日本建設業連合会
コンクリート技術部会
土木情報技術部会

全国生コンクリート
工業組合連合会
技術委員会

生コン情報電子化ＷＧ コンクリート生産性向上
検討協議会
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■

取り組み 目的
生産性
向上

品質
向上

維持
管理

発注者
業務

JIS改
正を伴
う

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ

① 工場連携情報管理
生コン伝票情報電子化による
打設作業の効率化

〇 〇 〇

② 打重ね管理ｼｽﾃﾑ コンクリート打重ね時間管理 〇

③ 打込み位置自動取得 トレーサビリティー 〇 〇

④ 単位水量全数取得 フレッシュ試験の代替 〇 〇

⑤ スランプ全数取得 フレッシュ試験の代替 〇 〇

⑥
画像と音声転送
・承認

立会い試験の簡素化 〇 〇 〇

⑦ ＣＩＭモデル連携
維持管理とトレーサビリ
ティー

〇 〇

⑧
建築工事の打設管理
システム

建築工事の生コン待機車削減
と内業削減

〇

⑨ 生コン車番号認証 荷卸し地点時間自動認証 〇
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■

取り組み 目的
生産性
向上

品質
向上

維持
管理

発注者
業務

JIS改
正を伴
う

生
コ
ン
業
界
メ
リ
ッ
ト

① 提出書類の簡素化 紙媒体から電子媒体への変更 〇 〇

② JIS認証製品の使用
納入製品の種類の削減による
品質管理業務の省力化

〇

③
学会、発注者の仕様
書・規格等の統一化

土木・建築・発注者個別基準
類の統一による品質保証業務
の削減

〇

④
共同納入の普及・
適用拡大

工場間の偏り是正・安定納入 〇 〇

⑤
残コン・戻りコンの
削減

配車合理化・処理費用削減 〇

⑥
受入・工程・製品検
査および品質試験の
省力化・合理化

重複試験の削減・代替試験
JISで要求される試験の簡素
化

〇 〇

⑦
舗装用コン強度管理
試験の省力化

試験体の小型化・圧縮強度で
の管理

〇 〇



生コン車
全台の
スランプと
単位水量
を表示

スランプ

単位水量

スランプと単位水量の変化傾向
をグラフで表示

製造～運搬～荷卸～打込の時間情報 ＋ 品質情報の表示

①打込み管理（情報共有のベースシステム）
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② 「打重ね管理システム」施工記録の登録

ブロックごとの
打重ね時間記録を
登録→参照が可能
（クラウド上に保存）

打込み・打重ね
の状況を
リアルタイム
表示

1
0



③打込み場所の自動判定の取組み

打込み管理に位置情報を付与

打込み位置ごとに
打込みの作業の開始と終了を確認
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水分計 密度計

RI連続水分測定

（国交省：レディ
ミクストコンクリ
ートの単位水量
測定要領に適合）

シュート流下画像の分析による
スランプ値の推定

ウエブカメラ

パソコン

パトランプによる
異常値警報

④⑤単位水量とスランプの連続測定の実施
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画像解析とＡＩにより
スランプ値を判定

品質管理クラウドＴ－ＣＩＭⓇ/Concrete

送信

流量・シュート角度の影響を考慮

●スランプ値の
常時監視

●異常時は
警報を発信

●生コン車１台
毎の集計

⑤画像解析⇒スランプ値推定⇒クラウド集積
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⑥動画転送を双方向化、監督員承認機能を追加

中継あるいは録画
を視聴

通信環境が
良ければ
検収に耐える
画像精度を確認

画像の中継を見ながら
リアルタイムで
承認サインができる
（録画再生でも可能）

送付動画等に
対する承認
⇒画像・音声
ともに記録

クラウドに
プロセスを保存
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属性データ
として登録可能

・配合計画
・ＪＩＳ伝票内容
・製造/運搬/
受入れ履歴
・打込み/打重ね
/作業履歴
・品質情報
単位水量・
スランプの
全数情報
試験の画像
・承認経緯

⑦ＣＩＭモデル内容（施工履歴と品質情報）



⑧⑨建築工事の打設管理システム

（１）

（2）

ペーパレスと
帳票自動作成
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2018年度検証分(現場作業時間最大20%減少)に加えて、打ち重
ね管理システム適用により作業時間がさらに7％減少した。

■PRISM試行による

17

従来施工 今回試行技術 備考

監督者 １．０ ０ 遠隔立会

現場職員 １．５ ２．１ 内業含む

試験業者 ２．０ ０

販売店 ２．０ ０

生コン工場 １．０ ０

合計 ７．５人/日 ２．１人/日

600ｍ３/日 程度の
打設現場であれば、
品質管理業務の現場
貼り付け人員を大幅
に削減できる。
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◆代替可能なシステム
・画像のリアルタイム転送による監督者立会いの遠隔化は通信
容量確保とクラウド確保により可能であることが検証できた。
・製造→運搬→打設 の電子化管理はクラウド確保により可能。
・品質検査はスランプ試験、単位水量試験については自動全数
試験により従来試験の代替の可能性は検証できた。

◆代替不可能または困難なシステム
・生コンの紙伝票はJIS規定と商法上の事由により現状として
は電子化対応と紙伝票対応が重複し、効果が少ない。
・品質検査・試験の全項目を人力から自動システムによる代替
は今後の技術開発が望まれる。

◆代替可能なシステム
・画像のリアルタイム転送による監督者立会いの遠隔化は通信
容量確保とクラウド確保により可能であることが検証できた。
・製造→運搬→打設 の電子化管理はクラウド確保により可能。
・品質検査はスランプ試験、単位水量試験については自動全数
試験により従来試験の代替の可能性は検証できた。

◆代替不可能または困難なシステム
・生コンの紙伝票はJIS規定と商法上の事由により現状として
は電子化対応と紙伝票対応が重複し、効果が少ない。
・品質検査・試験の全項目を人力から自動システムによる代替
は今後の技術開発が望まれる。



・画像のリアルタイム転送：
通信容量が確保できれば、検収に足る画像精度が立会を遠隔で代替え
できる⇒クラウドについて永続性が必要。

・画像のリアルタイム転送：
通信容量が確保できれば、検収に足る画像精度が立会を遠隔で代替え
できる⇒クラウドについて永続性が必要。

・打重ね管理システムの使用により、打重ね時間間隔が１０％以上短縮
・単位水量およびスランプの連続全数管理により、単位水量・スランプの
変動が６０％減

・打重ね管理を加えることで、荷卸し・ポンプ打設のサイクルが改善、
現場作業時間は７％以上短縮
・全ての打設ブロックについて、打込み履歴を残すことでエビデンスが
確保できるため、施工の合理化の可能性が増大
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・製造～運搬～打設の電子化管理：
生コン工場との間で統一フォーマット化が完了していることから、シス
テム導入とクラウドの問題が解決すれば適用可能
・打重ね管理：
打重ねはもともと自主管理であるが、クラウドシステム化により全数の
記録に残せることになれば、生コン供給の自由度をより大きくできトー
タルで生産性向上を図ることができる。
・単位水量とスランプの連続管理
新しい技術を適用した場合の管理基準の考え方（全数の管理を含む）
を整理し、それに応じた基準類の在り方などを検討する必要がある

・製造～運搬～打設の電子化管理：
生コン工場との間で統一フォーマット化が完了していることから、シス
テム導入とクラウドの問題が解決すれば適用可能
・打重ね管理：
打重ねはもともと自主管理であるが、クラウドシステム化により全数の
記録に残せることになれば、生コン供給の自由度をより大きくできトー
タルで生産性向上を図ることができる。
・単位水量とスランプの連続管理
新しい技術を適用した場合の管理基準の考え方（全数の管理を含む）
を整理し、それに応じた基準類の在り方などを検討する必要がある
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■

◆日建連と全生連との共同ＷＧ「生コン情報電子化ＷＧ」により内容協議し、
生コン業界からの要望を7項目に集約。(主な4項目について説明)

① 提出書類の電子化
工場が現場ごと、配合ごとに紙媒体で作成し、複数部提出する書類を電子
媒体で施工者に提供することで、両者の書類作成・整理手間を削減できる。

JIS認証(種類及び区分)製品の使用
2019年改正により製品種別が多くなったJIS品を各発注者機関が利用する
ことで、JIS外品の品質保証業務が削減でき、工場側の生産性が向上する。

⑥ 受入･工程･製品検査および生コンの品質試験の省力化･合理化
・受入･工程･製品検査･設備の管理の簡素化により省力化・合理化すること
で工場側の負担の軽減が図れる。
・現場受入検査と工場製品検査が重複する場合があり省力化できる。

③ 学会、発注者の仕様書・規格等の統一化
発注企業体ごとに仕様や規格、管理項目が設定されており、これらを統一
化することで業界全体としての生産性が向上できる。
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■

◆品質管理試験に新しい技術を適用した場合の管理基準の
考え方を整理し、それに応じた基準類の在り方などを検討す
る必要がある

◆2年間にわたるPRISMでの生コン情報電子化試行により、
情報の電子化、検査方法、検査体制などの個別技術に
ついては検証できたが、社会実装に対しての課題整理
が進んでいない。(商法、JIS、費用負担、システム全
般の管理体制、中小建設業者への周知と理解etc）

◆生コン供給者側の生産性向上についてはJIS改正を見据
えた議論が必要
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■生コン情報電子化 今後の取り組み

⇒スランプ試験等の自動化と現場実装に必要となる技術基準の
改定案を検討する。

⇒連携する複数生コン工場での電子化試行により社会実装に向
けた課題を検討する。

⇒供給側のメリット社会実装を試行する。

⇒JIS A5308の「配合計画書等の帳票類・ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ納入書
（伝票）」を電子化（電子認証）し、ペーパレス化を目指す。

⇒検査・試験・帳票類の簡素化、新たな管理方式採用に向けた検討。 23



2020年7月31日

RPCA製品審査・RPCA工場認証
審査について

一般社団法人 道路プレキャストコンクリート製品技術協会
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RPCA製品審査・RPCA工場認証審査について

○別冊資料「RPCA製品審査＆RPCA工場認証審査 申請ガイドブック」により説明
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論点

○今後の生コン電子化、サプライチェーンマネジメントは、
どのように進めていくべきか？

○RPCA審査をはじめとする、今後の審査制度の
活用について
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